
プロ野球と社長の年俸

山内　眞樹（日本公認会計士協会沖縄会会長）

　
イ
チ
ロ
ー
が
四
割
を
打
っ
て
く

れ
た
ら
な
あ
と
思
う
。
野
球
選
手

の
年
俸
に
は
、
天
と
地
の
差
が
あ

る
。
打
率
が
二
割
五
分
の
選
手
の

年
俸
は
二
千
万
円
で
あ
り
、
三
割

の
選
手
は
二
億
円
で
、
三
割
五
分

な
ら
二
十
億
円
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
十
倍
の
差
と
な
り
、
二
割
五
分

と
三
割
五
分
で
は
百
倍
と
な
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
差
は
二
十
回
打

席
に
立
っ
た
時
、
打
率
二
割
五
分

の
選
手
は
五
本
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
、

三
割
の
選
手
は
六
本
ヒ
ッ
ト
を
打

ち
、
三
割
五
分
の
選
手
は
七
本
ヒ

ッ
ト
を
打
つ
違
い
で
あ
る
。

　
た
っ
た
一
本
の
差
が
、
十
倍
、

百
倍
と
な
り
、
一
・
八
億
円
、
十

八
億
円
の
差
と
な
る
。
三
割
五
分

の
選
手
が
百
人
力
で
あ
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
二
人
力
で
す
ら
な

い
。
人
の
力
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら

な
い
。
一
本
の
た
め
に
ど
れ
だ
け

努
力
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　
し
か
し
、
結
果
と
し
て
の
一
本

の
価
値
は
極
め
て
大
き
い
。
努
力

の
壁
を
突
き
破
れ
ば
新
し
い
世
界

が
開
け
る
。
世
間
が
一
本
の
価
値

を
認
め
る
世
の
中
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
努
力
を
大
き
な
対
価
で
認
め
よ

う
と
い
う
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
能
界
な
ど
、
必
ず

し
も
こ
の
よ
う
な
世
界
は
広
い
と

は
言
え
な
い
が
、
世
間
の
称
賛
と

高
い
報
酬
を
約
束
し
て
く
れ
る
世

界
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。
小

学
生
の
将
来
の
職
業
の
第
一
志
望

が
野
球
選
手
と
い
う
だ
け
の
こ
と

は
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
会
社
な
ど
の
組
織

に
お
い
て
は
、
ま
だ
個
人
の
成
果

を
認
め
な
い
傾
向
が
あ
る
。
会
社

の
仕
事
と
い
う
の
は
、
組
織
で
行

っ
て
お
り
、
本
来
、
一
人
で
す
べ

て
を
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
そ
れ
に
差
を
つ
け
る
の
は
お

か
し
い
、
野
球
な
ど
の
よ
う
に
個

人
プ
レ
ー
の
世
界
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

こ
と
さ
ら
個
人
の
成
果
を
認
め
な

い
の
も
悪
平
等
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
日
本
の
社
長
の
年
俸

で
あ
る
。
日
本
で
は
せ
い
ぜ
い
他

の
従
業
員
の
十
倍
、
多
く
て
も
二

十
倍
で
あ
る
。
ま
し
て
沖
縄
で
は

そ
こ
ま
で
行
か
な
い
。
ヤ
フ
ー
の

会
長
の
二
百
四
十
億
円
と
い
う
の

は
超
例
外
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ

や
中
国
で
は
数
百
倍
と
い
う
の
も

珍
し
く
な
い
。
日
本
の
社
長
は
圧

倒
的
に
給
料
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
確
か
に
、
仕
事
の
質
と
内
容
を

比
較
す
れ
ば
簡
単
に
結
論
は
出
せ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ

カ
の
社
長
が
膨
大
な
報
酬
と
強
大

な
権
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
す
ご
い
結
果
責
任
を
取
ら

さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
そ
し

て
、
会
社
の
業
績
が
経
営
者
の
戦

略
と
か
判
断
と
か
、
そ
の
人
の
能

力
で
非
常
に
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

も
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
報
酬
決

定
権
者
で
あ
る
株
主
が
望
ん
で
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
会
社
の
経
営
は
社
長

だ
け
で
行
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
経
営
に
は
従
業
員
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
。
社
長
が
給
料
を
多

く
取
り
す
ぎ
れ
ば
、
労
働
意
欲
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
こ

こ
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
給
料
よ
り
も
仕
事
そ
の
も
の

が
報
酬
で
あ
る
と
い
う
名
経
営
者

も
多
い
。

　
沖
縄
経
済
同
友
会
の
例
会
で
宗

文
洲
先
生
（
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ン
会

長
、
「
や
っ
ぱ
り
変
だ
よ
日
本
の

営
業
」
等
の
著
者
）
の
話
を
聞
い

た
。
人
間
は
差
が
あ
る
か
ら
努
力

す
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を

評
価
し
、
結
果
平
等
で
は
な
く
差

を
公
平
に
評
価
す
る
。

　
同
じ
川
の
源
流
で
生
ま
れ
た
小

魚
も
、
同
じ
兄
弟
で
も
、
二
年
た

っ
た
ら
、
小
流
に
住
み
続
け
て
い

た
者
と
大
海
へ
旅
し
た
者
で
は
そ

の
差
は
大
き
く
な
る
。
ヤ
マ
メ
と

サ
ク
ラ
マ
ス
の
差
に
な
っ
て
し
ま

う
。
天
と
地
の
差
と
な
る
と
話
さ

れ
た
。
こ
の
差
は
野
球
選
手
の
年

俸
と
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
話
を
聞
い
た
あ
と
「
差
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
れ

ら
れ
た
。
差
と
い
う
も
の
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
「
差
を
認
め
る
」

こ
と
が
「
曖
昧
さ
」
を
排
除
し
、

あ
い
ま
い

ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率
を
高
め
る
の
で

は
な
い
か
、
仕
事
の
場
で
は

「
差
」
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。

　
社
長
の
給
料
を
百
倍
に
す
る
こ

と
は
乱
暴
だ
が
、
こ
の
「
差
」
の

認
識
を
高
め
れ
ば
会
社
の
業
績
も

上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。

検
証
・
沖
縄
返
還
密
約

　
沖
縄
の
施
政
権
返
還
を
め
ぐ
る
密
約
問
題
が
、
復
帰
三
十
三
年

を
迎
え
る
今
年
、ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
そ
う
だ
。沖
縄
返
還
協
定

の
密
約
は
米
側
の
公
文
書
で
証
明
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
存
在

を
否
定
し
続
け
て
い
る
。
密
約
を
裏
付
け
る
秘
密
電
信
文
を
暴
い

た
元
毎
日
新
聞
記
者
の
西
山
太
吉
さ
ん

が
四
月
、
政
府
の
責

任
を
問
う
訴
え
を
東
京
地
裁
に
起
こ
し
た
。
日
米
安
保
体
制
に
影

を
落
と
し
、
過
重
な
基
地
負
担
の
原
点
と
も
な
っ
た
沖
縄
返
還
密

約
。関
係
者
は
過
去
の
問
題
で
は
な
い
と
訴
え
る
。
基
地
の
島

の
今
に
続
く
問
題
と
し
て
検
証
し
た
。

（政
経
部
・
松
元
剛
）

２
億
の
裏
負
担
明
示
証
明
す
る
２
通
の
米
公
文
書

沖縄返還密約に基づく日本政府の金銭負担を証明する米政府の「琉球諸島民政史ファイ
ル」 中央 とニクソン・ファイル

琉
球
諸
島
の
民
政
史

政
府
、
米
に
口
止
め
対
応
の
違
い
は
っ
き
り

ニ
ク
ソ
ン
・
フ
ァ
イ
ル

横路・衆院議員に聞く当時、国会で密約問題を追及した

「政府は外交の基本部分で嘘（う
そ）をついた。西山氏の提訴は理
由のあることだ」と語る密約問題
を国会で追及した横路孝弘氏 国
会図書館内

変
わ
ら
な
い
秘
密
体
質

津
波
対
策
で
海
岸
林
整
備
ス
リ
ラ
ン
カ
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
検
討

我部政明氏

我部政明・琉大教授密約文書を発掘した

存在認め、事情説明を

　
緊
急
時
の
核
持
ち
込
み
、

四
百
万

の
日
本
側
の
肩
代

わ
り
を
含
む
二
億

の
裏
負

担
―
と
、
沖
縄
返
還
交
渉
の

過
程
で
密
約
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
実
だ
。
国
民
の
核
ア
レ

ル
ギ
ー
と
沖
縄
返
還
を
求
め

る
日
本
で
の
世
論
の
強
ま
り

を
前
に
、
広
大
な
米
軍
基
地

を
保
有
し
て
い
る
米
側
は
、

対
日
交
渉
で
絶
対
的
有
利
な

立
場
を
維
持
し
て
い
た
。

　
基
地
の
自
由
使
用
の
強
調

は
、
対
日
交
渉
で
の
米
側
の

切
り
札
に
な
り
、
必
然
的
に

日
本
側
が
妥
協
せ
ざ
る
を
得

な
い
構
図
と
な
っ
て
い
た
。

日
本
に
基
地
を
も
つ
米
側
の

強
み
は
、
米
軍
再
編
協
議
が

進
む
現
在
の
日
米
交
渉
に
も

続
い
て
い
る
。

　
日
本
の
国
内
政
治
に
介
入

で
き
る
橋
頭
堡
が
基
地
だ
。

ほ

「
日
米
安
保
体
制
の
強
化
や

基
地
の
重
要
性
」
を
主
張
す

る
米
側
に
対
し
、
負
担
軽
減

を
日
本
側
が
求
め
て
も
「
米

側
の
納
得
で
き
る
案
を
出

せ
」
と
は
ね
返
す
構
図
だ
。

　
佐
藤
首
相
は
、
密
約
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
政
権

が
維
持
で
き
な
い
と
い
う
恐

れ
を
抱
い
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
返
還
協
定
の
内
実
の
ご

ま
か
し
が
必
要
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
外
交
は

説
明
責
任
を
十
分
果
た
し
て

こ
な
か
っ
た
。
国
民
の
税
金

で
担
う
決
定
事
項
も
主
権
者

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
欠
け
て
い
る
。
政
府
は

沖
縄
返
還
時
の
密
約
を
認

め
、
当
時
の
事
情
を
説
明
す

べ
き
だ
。
外
交
の
透
明
性
は

民
主
主
義
を
成
熟
さ
せ
る
。

今
も
密
約
の
存
在
を
認
め
な

い
政
府
の
姿
勢
自
体
が
そ
れ

を
阻
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
点
を
解
消

し
て
い
く
上
で
も
、
西
山
氏

の
提
訴
に
よ
り
、
外
交
の
本

質
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
は

意
義
が
あ
る
。

　
（
談
、
国
際
政
治
学
）

過重な基地負担の原点

「
５
ヵ
国
協
議
」
を
関
係
国
に
打
診
中
国
の
奮
起
促
す
狙
い
北
朝
鮮
核
問
題
で
対
応
政
府

　 　
　　　　　

　総　合　
　　　　　

　 版 年 平成１７年 月 日 　日曜日 　　　 第３種郵便物認可

日

　
【
午
前
】

時
６
分
、
羽
田

空
港
。

分
、
欧
州
訪
問
を
終

え
帰
国
し
た
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
を
河
野
洋
平
、
扇
千
景
衆
参

両
院
議
長
ら
と
出
迎
え
。

　
【
午
後
】
０
時

分
、
公

邸
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業

部
人
事
（

日
）

　
企
画
振
興
課
長
（
環
境
資
源

課
長
）
新
垣
全
和
▽
地
域
経
済

課
長
（
電
力
・
ガ
ス
事
業
課

長
）
安
里
啓
子
▽
中
小
企
業
課

長
（
地
域
経
済
課
長
）
根
路
銘

安
隆
▽
環
境
資
源
課
長
（
企
画

振
興
課
長
）
仲
嶺
英
世
▽
電
力

・
ガ
ス
事
業
課
長
（
中
小
企
業

課
長
）
宮
里
景
康

　沖縄返還当時、国会で密約問題を追及した横路孝弘氏（当
時社会党、現民主党衆院議員）に西山太吉氏の提訴を機にあ
らためて話を聞いた。 （聞き手　東京報道部・普久原均）

　
沖
縄
返
還
協
定
に
関
す
る

密
約
を
証
明
す
る
米
公
文
書

は
二
通
り
存
在
す
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
我
部

政
明
琉
大
教
授
ら
が
、
返
還

さ
れ
る
土
地
の
原
状
回
復
補

償
費
四
百
万

を
日
本
政
府

が
肩
代
わ
り
し
、
政
府
が
物

品
・
役
務
で
負
担
す
る
基
地

施
設
の
改
善
・
移
転
費
六
千

五
百
万

な
ど
の
秘
密
枠

を
つ
く
る
こ
と
が
極
秘
に
処

理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
日
本
側
の
裏
負

担
は
約
二
億

に
上
り
、返

還
当
時
は
封
印
さ
れ
た
。

　
陸
軍
省
参
謀
部
軍
事
史
課

が
作
っ
た
「
琉
球
諸
島
の
民

政
史
フ
ァ
イ
ル
」
の
中
に
関

連
文
書
が
あ
っ
た
。

　
一
つ
は
マ
イ
ヤ
ー
駐
日
大

使
が
七
一
年
六
月
の
沖
縄
返

還
協
定
調
印
の
一
週
間
後
、

国
務
省
に
提
出
し
た
「
沖
縄

返
還
書
類
つ
づ
り
」
（
計
百

四
十
八

）
。
も
う
一
つ

は
、
同
年
十
月
に
、
米
上
院

外
交
委
員
会
沖
縄
返
還
協
定

聴
聞
会
に
向
け
、
陸
軍
省
が

作
成
し
た
極
秘
指
定
の
想
定

問
答
集
（
計
二
百
二

）
。

　
同
書
類
つ
づ
り
の
八
項

に
、
返
還
土
地
の
原
状
回
復

費
を
日
本
政
府
が
肩
代
わ
り

す
る
密
約
が
、
吉
野
文
六
ア

メ
リ
カ
局
長
と
ス
ナ
イ
ダ
ー

駐
日
米
公
使
（
当
時
）
が
署

名
し
た
議
事
要
旨
と
し
て
残

る
。

　
吉
野
局
長
は
、
米
側
が
自

発
的
に
支
払
う
と
な
っ
て
い

た
四
百
万

を
「
（
日
本
政

府
が
）
確
保
す
る
」
と
発

言
。
外
国
か
ら
受
け
取
っ
た

資
金
を
国
務
長
官
の
権
限
で

支
出
で
き
る
米
信
託
基
金
法

に
基
づ
き
、
日
本
側
が
出
し

た
。

　
ま
た
「
想
定
問
答
集
」
の

添
付
資
料
で
あ
る
「
沖
縄
返

還
・
財
政
取
り
決
め
」
で

は
、

ド
ル
か
ら
円
へ
の
沖

縄
通
貨
切
り
替
え
で
、
日
本

銀
行
が
担
う
最
低
六
千
万

を
無
利
子
で
二
十
五
年
間
、

米
中
央
銀
行
に
預
け
、
米
側

に
一
億
千
二
百
万

相
当
の

利
益
を
供
与
す
る

日
本
政

府
が
、
基
地
施
設
改
善
移
転

費
六
千
五
百
万

と
返
還
に

伴
う
基
地
従
業
員
の
労
務
管

理
費
一
千
万

を
肩
代
わ
り

す
る
―
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　
「
沖
縄
返
還
書
類
つ
づ

り
」
第
八
項
　
沖
縄
返
還
協

定
第
四
条
三
項
に
関
す
る
七

一
年
六
月
十
二
日
付
の
議
事

要
旨

　
ス
ナ
イ
ダ
ー
駐
日
米
公
使

　
土
地
の
原
状
回
復
補
償
費

の
自
発
的
支
払
い
に
関
す
る

議
論
を
参
照
し
、
最
終
金
額

は
不
明
だ
が
、
現
在
の
理
解

で
は
約
四
百
万

に
な
る
だ

ろ
う
と
留
意
す
る
。

　
吉
野
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局

長
　
貴
殿
の
発
言
に
留
意
す

る
。
日
本
政
府
は
返
還
協
定

第
七
条
に
基
づ
い
て
支
出
す

る
三
億
二
千
万

の
う
ち
四

百
万

を
、
自
発
的
支
払
い

に
あ
た
る
米
信
託
基
金
設
立

の
た
め
に
確
保
す
る
。

サ
マ
ワ
に
火
力

発
電
所
建
設
へ

イ
ラ
ク
支
援
で
政
府

　
政
府
は
十
四
日
、
陸
上
自

衛
隊
が
展
開
す
る
イ
ラ
ク
南

部
サ
マ
ワ
に
六
万

の
発

電
能
力
を
持
つ
火
力
発
電
所

を
建
設
す
る
方
針
を
固
め

た
。
今
年
夏
に
も
着
工
し
、

二
〇
〇
七
年
夏
の
稼
働
を
目

指
す
。
無
償
資
金
協
力
と
し

て
実
施
、
総
事
業
費
は
一
億

を
超
す
見
通
し
だ
。
一
連

の
イ
ラ
ク
復
興
支
援
事
業
の

中
で
初
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ

建
設
と
な
る
。
自
衛
隊
派
遣

終
了
を
に
ら
み
、
対
イ
ラ
ク

支
援
の
重
心
を
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
移
し
て
い

く
転
換
点
と
な
り
そ
う
だ
。

　
政
府
は
昨
年
末
か
ら
二
度

に
わ
た
っ
て
派
遣
し
た
現
地

調
査
団
の
調
査
結
果
な
ど
を

も
と
に
、
最
大
の
懸
案
だ
っ

た
治
安
面
な
ど
を
勘
案
し
て

も
建
設
は
可
能
と
判
断
。
既

に
サ
マ
ワ
を
州
都
と
す
る
ム

サ
ン
ナ
州
政
府
に
対
し
て
も

建
設
方
針
を
伝
え
た
。
多
額

に
上
る
見
込
み
の
警
備
コ
ス

ト
を
加
え
た
事
業
費
を
最
終

的
に
確
定
さ
せ
た
上
で
、
正

式
決
定
す
る
方
針
。

　
イ
ラ
ク
の
十
八
州
の
中
で

唯
一
、
ム
サ
ン
ナ
州
に
は
発

電
所
が
な
く
、
サ
マ
ワ
で
も

毎
日
十
時
間
程
度
の
停
電
が

あ
る
な
ど
電
力
事
情
は
劣

悪
。
電
力
事
情
を
抜
本
的
に

改
善
す
る
た
め
、
同
州
は
大

規
模
な
発
電
所
の
建
設
を
強

く
要
望
し
て
い
た
。

　
―
沖
縄
返
還
当
時
、
沖
縄

国
会
で
外
務
省
の
密
約
を
追

及
し
た
が
、
西
山
氏
の
提
訴

を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　
「
当
時
の
米
国
の
姿
勢
は

基
地
の
自
由
使
用

と

費
用
負
担
の
拒
否

だ
っ

た
。
政
府
は

核
抜
き
返

還

と
宣
伝
し
た
が
、
結

局
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
湾
岸

戦
争
か
ら
イ
ラ
ク
戦
争
に
至

る
ま
で
米
国
の
主
張
通
り
に

な
っ
た
。

核
抜
き

の
点

で
も
、
核
通
過
の
密
約
を
認

め
た
人
も
い
る
。
費
用
負
担

も
、
日
本
の
負
担
が
米
公
文

書
で
証
明
さ
れ
た
」

　
「
外
交
と
い
う
の
は
、
交

渉
の
過
程
は
別
と
し
て
も
、

結
果
は
す
べ
て
公
表
し
、
少

な
く
と
も
密
約
な
ど
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
。
結
局
、
外

交
の
基
本
の
と
こ
ろ
で
政
府

は
国
民
に
真
実
を
述
べ
な
か

っ
た
。
し
か
も
単
に
隠
し
た

だ
け
で
な
く
、
国
会
と
い
う

公
の
場
で
再
三
に
わ
た
っ
て

首
相
も
外
相
も
担
当
局
長
も

嘘
（
う
そ
）
を
つ
き
、
局
長

は
西
山
氏
の
公
判
で
も
嘘
を

つ
い
た
。
偽
証
罪
に
当
た

る
」

　
「
西
山
氏
が
名
誉
回
復
で

提
訴
す
る
の
は
非
常
に
理
由

の
あ
る
こ
と
。
国
民
に
対
し

て
偽
り
を
述
べ
た
と
政
府
は

き
ち
ん
と
認
め
る
べ
き
だ
」

　
「
戦
争
で
も
権
力
は
よ
く

で
っ
ち
上
げ
を
す
る
。
ベ
ト

ナ
ム
（
戦
争
時
）
の
ト
ン
キ

ン
湾
事
件
、
イ
ラ
ク
（
の

「
大
量
破
壊
兵
器
」
）
、
満

州
事
変
も
そ
う
だ
。
だ
か
ら

国
会
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
国

の
誤
り
を
正
し
、
真
実
を
明

ら
か
に
す
る
責
務
が
あ
る
。

そ
の
点
で
も
今
回
の
提
訴
は

非
常
に
意
味
が
あ
る
」

　
―
米
国
の
公
文
書
に
よ
る

と
、
日
本
が
米
国
に
密
約
を

隠
す
よ
う
求
め
た
の
に
対

し
、
米
国
は
「
議
会
の
追
及

が
あ
れ
ば
公
表
せ
ざ
る
を
得

な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ

る
。
国
民
へ
の
説
明
責
任
で

彼
我
の
違
い
を
感
じ
る
が
。

　
「
普
通
の
議
会
は
嘘
の
答

弁
を
す
る
と
、
追
及
さ
れ
て

辞
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
嘘

が
ま
か
り
通
る
の
は
日
本
く

ら
い
だ
。
今
回
の
米
軍
再
編

に
し
て
も
、
外
交
交
渉
を
常

に
秘
密
裏
に
行
う
体
質
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
国
会
で
議

論
に
な
る
の
を
避
け
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
を
オ
ー
プ
ン
に
し

て
議
論
す
る
と
い
う
姿
勢
で

は
な
い
。
戦
前
、
日
本
が
戦

争
の
道
を
歩
ん
だ
の
も
結

局
、
本
当
の
姿
を
国
民
に
知

ら
せ
ず
、
偽
り
に
偽
り
を
重

ね
た
結
果
だ
」

　
―
当
時
の
国
会
で
西
山
氏

入
手
の
電
文
を
社
会
党
が
公

開
し
た
結
果
、
情
報
源
が
特

定
さ
れ
、
西
山
氏
ら
の
起
訴

に
至
っ
た
が
、
そ
の
点
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
「
当
時
の
関
係
者
も
健
在

で
あ
り
、
言
わ
な
い
方
が
い

い
。
だ
が

密
約
を
暴
く
の

は
正
当
な
行
為
で
、
西
山
氏

逮
捕
は
不
当
だ

と
み
ん
な

思
っ
て
い
た
。
密
約
問
題
か

ら
目
を
そ
ら
す
た
め
で
、
政

府
が
よ
く
や
る
手
だ
」

　
政
府
は
十
四
日
、
昨
年
の

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
津

波
で
被
災
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ

が
防
災
対
策
と
し
て
進
め
て

い
る
海
岸
林
整
備
計
画
を
支

援
す
る
た
め
、
植
林
方
法
や

維
持
管
理
な
ど
の
技
術
協
力

を
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
で
来
年
度
か
ら
行
う
検

討
を
始
め
た
。

　
小
泉
純
一
郎
首
相
が
四
月

に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ
た

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

で
、
防
災
・
災
害
復
興
対
策

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
大
幅
に
増
額
す

る
方
針
を
表
明
し
て
お
り
、

整
備
計
画
支
援
が
実
現
す
れ

ば
、
日
本
の
海
岸
林
造
成
技

術
が
防
災
対
策
で
国
際
貢
献

の
柱
の
一
つ
に
な
り
そ
う

だ
。
林
野
庁
に
よ
る
と
、
津

波
対
策
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｄ

Ａ
で
の
植
林
支
援
は
初
め

て
。
海
岸
林
整
備
計
画
は
、

海
岸
か
ら
二
百

ま
た
は
百

の
内
陸
側
に
、
熱
帯
地
方

で
多
く
植
え
ら
れ
高
さ
二
十

―
三
十

に
な
る
常
緑
樹
モ

ク
マ
オ
ウ
を
植
林
、
島
国
で

あ
る
同
国
の
千

の
海
岸
線

を
津
波
緩
衝
帯
と
し
て
取
り

巻
く
内
容
。
津
波
で
職
を
失

っ
た
漁
民
ら
が
植
林
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
で
失
業
対
策

も
兼
ね
る
。

　
政
府
調
査
団
は
三
月
、
同

国
東
部
バ
テ
ィ
カ
ロ
ア
な
ど

の
被
災
地
を
訪
れ
、
幅
百

、
奥
行
き
三
十

の
モ
ク

マ
オ
ウ
の
林
が
津
波
の
威
力

を
抑
え
、
建
物
の
損
壊
を
防

い
だ
現
場
な
ど
を
視
察
。
海

岸
林
造
成
が
津
波
対
策
と
し

て
有
効
と
の
認
識
で
ス
リ
ラ

ン
カ
側
と
一
致
し
、
支
援
実

施
に
向
け
た
事
前
協
議
を
始

め
た
。

　
政
府
は
、
北
朝
鮮
が
引
き

続
き
六
カ
国
協
議
再
開
に
応

じ
な
い
場
合
の
対
応
策
と
し

て
、
北
朝
鮮
を
除
く
日
本
、

米
国
、
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ

ア
の
五
カ
国
に
よ
る
会
合
を

開
催
す
る
案
を
関
係
国
に
打

診
し
始
め
た
。

　
五
カ
国
が
連
携
し
て
北
朝

鮮
に
外
交
圧
力
を
か
け
る
の

が
目
的
だ
が
、
「
議
長
国
・

中
国
に
北
朝
鮮
に
対
す
る
働

き
掛
け
を
強
め
る
よ
う
奮
起

を
促
す
」
（
外
務
省
幹
部
）

狙
い
も
あ
る
。

　
中
国
を
訪
問
中
の
谷
内
正

太
郎
外
務
事
務
次
官
は
十

三
、
十
四
両
日
の
戴
秉
国
外

務
次
官
と
の
「
総
合
政
策
対

話
」
で
、
五
カ
国
協
議
開
催

の
可
能
性
を
探
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
日
米
韓
の
六
カ
国
協

議
首
席
代
表
協
議
も
月
内
に

開
く
方
向
だ
。

　
た
だ
、
米
国
は
理
解
を
示

し
て
い
る
も
の
の
、
北
朝
鮮

を
刺
激
す
る
可
能
性
が
少
な

く
な
い
た
め
、
中
韓
両
国
は

消
極
的
と
さ
れ
、
今
の
と
こ

ろ
実
現
の
メ
ド
は
立
っ
て
い

な
い
。

　
五
カ
国
協
議
構
想
の
背
景

に
は
、
六
カ
国
協
議
を
通
じ

て
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
の

平
和
的
解
決
を
図
る
基
本
方

針
は
維
持
し
つ
つ
も
、

膠
着
状
態
を
打
開
す
る
に

こ
う
ち
ゃ
く

は
、
六
カ
国
協
議
が
中
断
し

て
丸
一
年
に
な
る
六
月
末
を

前
に
局
面
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
の
判
断
が
あ
る
。

　
五
カ
国
協
議
開
催
が
北
朝

鮮
に
方
針
転
換
を
迫
る
即
効

性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
日
本
政
府
内
で
も
見
方

は
分
か
れ
て
い
る
が
、
将
来

的
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会

へ
付
託
す
る
可
能
性
も
に
ら

み
、
五
カ
国
で
突
っ
込
ん
だ

協
議
を
し
て
お
い
た
方
が
い

い
と
の
思
惑
も
あ
る
。

　
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
も
先

の
記
者
会
見
で
、
安
保
理
へ

の
移
行
に
は
日
米
中
韓
ロ
の

五
カ
国
の
一
致
し
た
対
応
が

必
要
と
の
考
え
を
示
し
て
い

る
。

　
日
本
政
府
は
安
保
理
に
付

託
し
た
場
合
も
、
ま
ず
は
議

長
声
明
を
出
す
な
ど
の
形
で

北
朝
鮮
に
協
議
復
帰
を
促
す

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

今
月
末
に
中
国
で

ガ
ス
田
開
発
協
議

外
相
が
見
通
し

　
町
村
信
孝
外
相
は
十
四
日

午
後
、
札
幌
市
内
で
講
演

し
、
中
国
、
韓
国
と
の
関
係

改
善
に
取
り
組
む
考
え
を
表

明
し
、

東
シ
ナ
海
の
ガ
ス

田
開
発
問
題
に
関
す
る
日
中

実
務
者
協
議
を
今
月
三
十
、

三
十
一
日
に
中
国
で
開
催

日
韓
首
脳
会
談
は
六
月
最
終

週
に
実
施
―
と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
外
相
は
「
靖

国
（
神
社
参
拝
問
題
）
だ
け

は
難
し
い
。
小
泉
純
一
郎
首

相
は
適
切
に
対
処
す
る
と
言

っ
て
い
る
。
適
切
に
対
処
し

て
も
ら
う
以
外
、
方
法
は
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
問
題
解
決
の
方
策
を
首
相

に
委
ね
る
立
場
を
強
調
。
一

方
で
「
（
首
相
の
参
拝
が
）

戦
前
の
行
為
を
正
当
化
す
る

た
め
で
は
な
い
、
と
先
方
は

理
解
で
き
な
い
」
と
中
国
な

ど
へ
の
不
満
も
表
明
し
た
。

　
先
の
日
中
外
相
会
談
で
基

本
合
意
し
た
共
同
歴
史
研
究

に
つ
い
て
は
、
中
立
的
な
立

場
の
欧
州
の
歴
史
学
者
を
メ

ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
を
検

討
す
る
意
向
を
示
し
た
。

　
国
連
安
全
保
障
理
事
会
常

任
理
事
国
入
り
問
題
で
は

率
直
に
言
っ
て
大
変
（情
勢

は
）難
し
い
と
も
述
べ
た
。

　
返
還
土
地
の
原
状
回
復
費

四
百
万

の
肩
代
わ
り
に
関

す
る
密
約
を
証
明
す
る
も
う

一
つ
の
米
公
文
書
は
、
ニ
ク

ソ
ン
政
権
関
連
公
文
書
（
ニ

ク
ソ
ン
・
フ
ァ
イ
ル
）
の
一

部
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
国

家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
が
、
沖
縄
密
約
事
件
の

発
生
と
、
沖
縄
の
施
政
権
が

返
還
さ
れ
た
直
後
に
作
成

し
、
「
密
約
」
と
明
記
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。

　
一
九
七
二
年
六
月
の
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
補
佐
官

の
訪
日
に
備
え
て
作
成
し
た

想
定
問
答
資
料
で
、
日
本
側

の
政
治
情
勢
を
説
明
し
、
日

本
で
密
約
問
題
が
話
題
に
な

っ
た
場
面
を
想
定
し
て
い

た
。

　
文
書
で
は
、
四
百
万

の

日
本
側
肩
代
わ
り
に
　つ
い

て
「
密
約
」
と
明
記
し
、

「
日
本
政
府
は
い
か
な
る
密

約
の
存
在
も
、
い
か
な
る
対

米
資
金
提
供
も
き
っ
ぱ
り
否

定
す
る
と
の
立
場
を
取
っ
て

お
り
、
米
政
府
に
も
同
様
の

対
処
を
求
め
て
い
る
」
と
し

日
本
側
の
強
い
　口
止
め
が

あ
る
こ
と
を
記
載
。
米
側
と

し
て
「
わ
れ
わ
れ
は
密
約
を

認
め
る
こ
と
を
　回
避
す
る

た
め
に
最
善
を
尽
く
す
」
と

約
束
し
、
日
米
間
の
　口
裏

合
わ
せ
の
実
態
を
記
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
補
佐
官
に
対
し
「
日
本
で

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
公
式

発
言
す
る
の
は
避
け
る
べ
き

だ
」
と
忠
告
し
、
問
題
が
こ

じ
れ
る
こ
と
に
予
防
線
を
張

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
米
側
は
日
本
政
府

が
同
問
題
で
弱
い
立
場
に

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
一

方
、米
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
か

ら
厳
し
く
追
及
さ
れ
た
場
合

「
わ
れ
わ
れ
は
密
約
が
あ
る

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
。虚

偽
の
国
会
答
弁
を
重
ね
て
ま

で
も
密
約
を
封
印
し
よ
う
と

し
た
日
本
政
府
と
の
対
応
の

違
い
も
に
じ
ま
せ
て
い
る
。



プロ野球と社長の年俸 
 

 

2005 年 5 月 15 日  

(琉球新報日曜評論) 

 

 イチローが 4割を打ってくれたらなあと思う。 

野球選手の年俸には、天と地の差がある。 

打率が 2割 5分の選手の年棒は2千万円であり、 

    3 割の選手は 2 億円で、 

    3 割 5 分なら 20 億円である。 

それぞれ 10 倍の差となり、2割 5分と 3割 5分では 100 倍となる。 

しかし、その差は 20 回打席に立った時、 

打率 2 割 5 分の選手は 5本ヒットを打ち、 

  3 割  の選手は 6本ヒットを打ち、 

  3 割 5 分の選手は 7本ヒットを打つ違いである。 

たった 1 本の差が、10 倍、100 倍となり、1.8 億円 、 18 億円の差となる。3

割 5分の選手が 100 人力であるわけではないし、2人力ですらない。 

人の力はそんなに変わらない。1本の為にどれだけ努力したかということであろう。 

しかし、結果としての 1本の価値は極めて大きい。 

 

努力の壁を突き破れば新しい世界が開ける。 

世間が 1本の価値を認める世の中になりつつあるのかもしれない。 

努力を大きな対価で認めようという方向に進んでいる。スポーツや芸能界など、

必ずしもこのような世界は広いとは言えないが、世間の賞讃と高い報酬を約束して

くれる世界は確実に広がっている。 

小学生の将来の職業の第一志望が野球選手というだけのことはある。 

 

ところで、会社などの組織においては、まだ個人の成果を認めない傾向がある。 

 会社の仕事というのは、組織で行っており、本来、一人ですべてをできるもので

はないから、それに差をつけるのはおかしい、野球などのように個人プレーの世界

ではないということであろうか。しかし、ことさら個人の成果を認めないのも悪平

等である。 

 例えば、日本の社長の年俸である。 

 日本ではせいぜい他の従業員の 10 倍、多くても 20 倍である。まして沖縄ではそ

こまで行かない。ヤフーの会長の 240 億円というのは超例外としても、アメリカや

中国では数 100 倍というのも珍しくない。日本の社長は圧倒的に給料が少ないとい

うことになる。 



 確かに、仕事の質と内容を比較すれば簡単に結論は出せないのかもしれない。ア

メリカの社長が膨大な報酬と強大な権力を与えられていると同時に、すごい結果責

任を取らされることから見れば、そして、会社の業績が経営者の戦略とか判断とか、

その人の能力で非常に変わっていることも現実である。それを報酬決定権者である

株主が望んでいることは確かである。 

 しかし、会社の経営は社長だけで行っているのではない。経営には従業員の協力

が必要である。社長が給料を多く取りすぎれば、労働意欲にも影響を及ぼしかねな

い。ここは難しいところである。また、給料よりも仕事そのものが報酬であるとい

う名経営者も多い。 

 

 

沖縄経済同友会の例会で宗文洲先生（ソフトブレーン会長、「やっぱり変だよ日

本の営業」等の著者）の話を聞いた。人間は差があるから努力する。チャレンジす

ることを評価し、結果平等ではなく差を公平に評価する。 

同じ川の源流で生まれた小魚も、同じ兄弟でも、2年経ったら、小流に住み続け

ていた者と大海へ旅した者ではその差は大きくなる。ヤマメとサクラマスの差にな

ってしまう。天と地の差となると話された。この差は野球選手の年俸と同じである。 

 

この話をきいたあと「差」ということについて考えされられた。差というものの

大切さを理解し、「差を認める」ことが「曖昧さ」を排除し、ビジネスの効率を高

めるのではないか、仕事の場では「差」を認めるべきではないかと感じた。 

社長の給料を 100 倍にすることは乱暴だが、この「差」の認識を高めれば会社の

業績もあがるのではないか。 

 


